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　不育症とは ， 妊娠か成立 したにもかかわ らす流早産などに より生児 を得るに至らな い も

の をいう　その原因として ， 受粕 ・着床の異常や 胎芽 ・胎児の染色体異常， 田体内分泌異

常や感染症 ， 夫婦の染色体異常や夫婦間の組織適合性の差異， そ して子宮筋腫や子宮奇形

なとの子宮形態異常に頚管無力症なども耋めた 子寓の器 質的異常なと かあ り ， そ れは幅広

く多種にわた っ てい る　こ れ らの な かて ，子宮奇形 による 形態 異常がその 代表的な疾患の

一つ であり ， こ こで は子 宮奇形 と不育症につ いて述へ る

　昇 宮 は ， 曼精卵 の着 床 か ら胎 芽 ・胎騨 を育む 天然の 保育 器 て あ り， reprOductEve

system 　（ことっ て は不可欠の器富 である　しか し ， 子禽自体 は田 体自身の 生命維持 に直接

関 野する臓器て はな いため ， 子宮奇形による形態異常か日常生沾のな かから発覓 ・診断 さ

れる こ とは稀で あ り　不妊症や流産後の検査時，あ るい は妊婦検診時な と に偶発的に発見

されることか多い
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（図 1 ）Jarcoこよる子宮奇形 の 分類
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　発生学的にみる と ， 子富は腟 上方2／3ととも に， 繭側 M 圃 ep 管が胎生 8遇頃か ら16週 に

かけて癒合 し ， 内腔の 形成 ， 隔壁の消失などの過程を経て 形成さ れ る．そ し て これ らの過

程 における異常が原因 とな っ て種々 の奇形が発生す る。

　子 恵奇形は ，

一
の内腔な らび に外形の形態異常によ っ て 種々 に分類 されて い る．汎用 さ

れて いるもの に Buttpam ＆ Gibbons 分類があるが，これは子宮の外形異常も加味されて

お り ， 開腹術や腹腔鏡などによる孑宮の外観 の直視下診断が必要 となる、最近 では腹腔鏡

などよ りは侵襲性の少ない MR トOT が活用されて ． Nる が ， や は り
一

般の診療所 で 行うル
…チン検奩 として は不向きで あ ろう．

一
万，従来から多用され，ほとんどの施設で 実施可

能な検奩法に子 宮卵簷造影法 （HSG ）があ る、この HSG で得られる惰報は子窟内腔の 形

態1こつ い ての み の異常の鳶無や程度であ り，これに内診所覺を加え た分類法が 図 りに示す

JarOo 分類で ある ．子竃奇形 を不湾症の 立場か ら分類するには ， この JarcO 分類の ほう

がより臨床的で あり ， かつ 用い やすい．ただ し，各々 の形態異常の 間には移行形が必す存

在する こと，さ らに凹底子宮などはその 程度の軽い も のははた して 子宮奇形と して 扱うべ

き か否 か も慧見の分かれ るとこ ろで あり，や はり主治医 の判断に委ねられるこ とが多 い e

このように診断墓準自体が穴まかで
一定で な い こ と から診断には主観的要素も加味されて

お り ， その結黒 子蘆奇形の発生頻度に つ い ても 各報告者 によ っ て大きな差 があり （0．t
〜盟．D％）， 概ね金女性の f％にみられるとするのが妥当で あろう．
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　子 宮奇形を肖する婦人で は ， その妊娠経過中になん らかの 異常を釆すことが多い ことは

既知の事実であろうt とくに ， 流早産や 胎内死亡など の不育症との 関連 1生は極 めて 高く，

子宮奇形の なか ［こは不膚症の立場から治療の対象とな るもの が多 く存在するE

　そこで ます，子宮奇形 のタ イブ別にお ける流早産臻ならび に胎内死亡率につ い て ，自験

例 （浜松医科大学附属病 院）で まとめて み た （表 a　 ）1｝
．子宮奇形全体 での 流早産率は60．6

（識 奪 ）子筥碕形と不育症一タイ プ別に み た流早産率 ， 胎内死亡率ならび に挙児率一
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％ （80／弓32例）と極めて高か っ たn さら に奇形の クイプ別に み て みる と，単角子宮 （66．7

％），双角単頚子蠶 （78．ア％）， 中隔子宮 （66．7％）で流早産率は高く ，

一方，重複子富 （0

％），双角双頚子宮 （32。5％）で は低率で あ っ た．さらに胎内死亡率 も差 し引い て 得ら れ

た挙児率をみると ， 肇複子筥 （100％）， 双角双頚子宮 （625％）では高率で ある の に対 し，

単角子宮 （33，3％），双角単頚子宮 （旬nア％）， 中隔子宮 （22．2％）で は明らか〔こ低率で あ

っ た．不育症治療の 立場からこの結檗を みる と，子筥内腔が完全に分離 して い る奇形群（重

複孑宮，双角双頚子宮）と ， 分離が不完全のため内腔が不正形で ある 奇形群 （双角単頚子

筥，中隔子宮）とは区別 すべきであろう．すなわち ， 子宮内腔不正形例に対 してのみ子宮成

形術が適応され，完全分離例はその対象にはならない と考えられる．

　 　 駈 　　　　　一■　 e

　子富奇形が不育症の 原因となる 理由として ， 子宮中隔の血液循環不良 ， 皿流障害 による

着床や発育阻害 ， 子富内腔容積の過小，さ らに は子宮筋組織異常に よる子宮璧の伸展不良

などがあげられ る．そ して それらの改善が治療 の目標 とな る ．すなわ ち ， 不育症を ともな

う子 宮奇形 に対 して 行われる主たる治療法は，血流改善や内陛の単一化を目的とした手術

療法 （子宮成形術）で ある．そ こ で 代表的な 術式につ いて まとめて み た （表 2 ， 図 2）．

そ れ ぞれに利点 ， 欠点があり，単一の 術式にこだわる こ となく奇形 （内腔不正形）のクイブ

によ っ て これ らを便 い分ける べきで あろう．
一

般的〔こは，双角単頚子宮で は Strassmann

法 ， 中隔子窟では Jones ＆ JOnes 法，全中隔子宮で は TOmpkins 法が選択 される ことが

多い．また我々が子 富成形術を施行 した 自験例25例で の成績をみる と ， 術前挙児率はわす

か2．3％で あ っ たものが，術後 にはア5％に諌 で著明に改善さ れて いる t 他施 設からの 成績

報告をみても，術前10％以下の挙兒率が術後にはアO〜90％にま で改羞されて おり ， 子営成

形術の有効」1’生は高い s また妊娠成立後の子 竄頚管縫縮術の併用につ いて は，いまだ多 くの

問題点が残されており ， その育 用性 につ い ては今後の検討を待つ 鋤要がある．

　　　　　　　　　　　　　　 （表 2 ）子 富奇形 の 手術法
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　（図 2 ）子宮奇形の 手術法

　子 菖奇形に は子宮留血腫や ， とき に は 子宮内膜症や多嚢胞性卵巣などを合併 して いる こ

と もあり，開腹冒寺には 注意深い観察も必 要てある．また解剖発生学的にみる と生殖系と泌
尿器系は近い位置関係 にあ り ， そ の ため 子宮奇形鋼で は泌尿器奇形を合 併していることも

あ り
2），さらに はそ れか尿路 系の 妊娠合併症の原因にもな り得る ことから子 宮奇形症例で

は必す泌尿器系の精奮も励行すへ きで あ ろう　また余談で は ある か ， 子宮成形術後症例 に

おけ る挙児成功例 での 分娩様式は ， 帝王切開術が逢択 されるべきで あろう

　以上，子宮奇形 と不育症 につ いて 概略を述べ てみた ．各種手術術式につ い て は成書 を参
照される こ とを お願い したい
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